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節分祭にて
　厄年会　小瀧一男

　毎年、２月３日は、節分祭。厄年会

に入ってからの最初の奉仕で裃と袴を

着け豆まきを行う。拝殿で祝詞が上が

り、お祓いを済ませ代表者として玉串

を納め、みんなを先導して二礼二拍手

一礼。拝殿の人達に向かい豆まきを行

う。最後まで気が抜けない行事だ。

　神明宮の行事に参加して

「神明さん」で踊らせて頂いて
　（よさこいチーム）きらら岡崎幹事　岩木敬子

　昨年の５月８日（土）の宵祭

り、きらら岡崎がご指名頂き、参

道を練り踊りました。１回目は八

台の山車がずらっと並ぶ、その前

で。心が引き締まります。次は、

神明宮に真直ぐ続く細道。ここで

は音が途切れましたが、チームワ

ークよくかけ声をかけ合い、ピタ

ッと踊りが合いました。これは不

思議神明さんの御加護かも。そし

て最終演舞。まるで境内に吸い込

まれる様な気持ちの良さでした。

岡崎三大祭りとして伝統ある大祭

に踊らせて頂き感謝でいっぱいです。ぜひまた踊らせて頂きたいと思うと同時に、

「神明さん」の愛称で親しまれているお祭りには、昔懐かしいお祭りの雰囲気が残

っていて楽しかったです。こんなお祭りを企画する氏子の皆さんが羨ましかったで

す。
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